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と表すことが出来る。求めたいのは、���のときに右辺がどのようになるかである。まず右辺
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式及び ����%�式の非線形回帰の残差 �乗和を使って計算された � 統計量の分子を �倍すると、漸
近的に
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と等しくなることを示した。もちろん分母は漸近的に ��� と等しくなる。
いま ���$��式及び ���$��式の二つの�&'の残差 �乗和 �(('�を使って計算された � 統計量を
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)�の一致性は、���のときに� ���

�� �及び� ��
��� となることを意味する。������

式を導くのと同様にして、
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がいえる。
よって �*��%+��式は漸近的に
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と等しくなる。これには ���� �式の結果である���� ��� を利用している。*��� を参照の
こと。
�*��%+��式の右辺は �*��%+��式の左辺と等しいので、二つの � 統計量の分子は漸近的に等しく
なることがわかる。�&'にもとづく � 統計量の分母はちょうど ����%�式の (('を �� �で割っ
たものになっている。帰無仮説の下ではこれは明らかに ��� に収束する。よって二つの � 統計量
は漸近的に同じ確率変数に収束する。


